
あなたの戸籍で、不当な利益を得ている人がいます
自分で、家族で、個人情報を守る 登録型本人通知制度の活用を！！

登録方法
申請できる方 市に住民登録や本籍がある人　※国外に転出されている人は除く

申請場所 市民課（本庁舎）、総合支所（寒川庁舎）

必要なもの
・登録申請書（申請場所にあるほか、市ホームページから取得できます）
・本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証など）
・代理人による申請の場合は、委任状と代理人本人の本人確認書類
　※郵送による申請もできます。

　市内の道路・河川といった公共の場所や他人の土地にペットのふんが放置され、
生活環境に支障を生じているという通報が多くあります。
　ふんの放置は法令違反です。散歩の際にはスコップや袋、水等を持ち歩き、飼い主
が責任を持ってふん尿を始末してください。
　公共の場所にて、ふんの放置が多数見られると通報がある地域（一部）
　　鴨部地区（川古川・鴨部川の堤塘）、津田地区（ふるさと海岸）　など

●ペットのふんや尿を放置しないでください

　子どもを産ませるつもりがない犬猫については、不妊去勢手術を検討しましょう。
　市では、不妊去勢手術に対する補助を行っています。詳しくは下記までお問い合わせください。

子どもが産まれて頭数が増え、
管理できなくなる

犬猫のいたずらが原因で、
ご近所トラブルになる

犬猫が外で交通事故にあったり、
病気になる

犬猫が迷子になり、
帰ってこなくなる

屋外での放し飼いで
起こりうる問題

犬猫自身や、周辺の生活環境を守るために、屋外での放し飼いはやめましょう。

登録型本人通知制度
　代理人や第三者が各種証明書などを取得した場合、交付したことを市から本人に
通知する制度です。これにより、不正請求などの早期発見につながります。証明書等
を不正に取り扱うことは、個人の権利を侵害する犯罪行為です。
　本制度に登録して、個人情報の漏えいを防ぎましょう。

　昨年9月に実施した調査結果から、部落差別
（同和問題）が今も「存在する」と思っている市
民は約60％、「存在しない」と思っている市民は
約8％ということがわかりました。
　存在する理由として、「昔からある偏見や差
別を受け入れてしまう人がいる」、「部落差別
（同和問題）に関する正しい知識を持っていな
い人がいる」、「地域社会や家庭において偏見
が植え付けられることがある」との回答が上位
を占め、差別が残っている理由を正しく理解して
いることがわかりました。
　市では人権啓発のイベントや「人権出前講
座」、「市民講座」を行っています。
　ホームぺージには人権に関する様々な情報を
掲載しています。一度、のぞいてみてください。

【問】登録・手続きに関すること 市民課　☎（087）894-9218　　制度に関すること 人権推進課　☎（087）894-9088

【問】人権推進課　☎（087）894-9088

８月は同和問題啓発強調月間です

さぬき市　人権啓発・人権教育 検索

あなたは、今も社会の中に部落差別（同和
問題）が存在すると思いますか。

人権・同和問題意識調査の結果から（令和5年9月実施）
調査対象20歳以上の市民（外国籍を含む）2，000人
回収結果807人（回答率40．4％）

今も部落差別（同和問題）が存在するのは、なぜだと
思いますか。（思うもの全てを選択）
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昔からある偏見や差別意識を、そのま
ま受け入れてしまう人が多いから

凡例（％）

全体（n=701）
【性別】

男性（n=285）

女性（n=377）

部落差別（同和問題）に関する正しい
知識を持っていない人がいるから

地域社会や家庭において偏見が
植え付けられることがあるから

「同和地区（の人）は怖い」という
意識がまだ残っているから

同和地区が行政から優遇
されていたように感じるから

これまでの教育や啓発が
十分でなかったから

落書きやインターネット上などで
差別を助長する人がいるから

教育や啓発をやり過ぎたから
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あなたの飼っている犬猫は、近所に迷惑をかけていませんか？
　屋外で放し飼いになっている犬や猫により、被害を受けている住民からの苦情が後を絶ちません。
　犬猫を屋外で放し飼いにすることは、近隣住民に迷惑をかけるだけでなく、次のようなトラブルや問題を招くおそ
れがあります。

情報公開制度の運用状況
　令和5年度の公文書開示請求件数などを公表します。

個人情報保護制度の運用状況
　令和5年度の保有個人情報開示請求件数などを公表します。

※複数の処理内容が発生する場合があるため、請求件数と処理内容の合計が一致しない場合があります。

【問】生活環境課　☎（087）894-1119

【問】総務課　☎（087）894-1111

自宅の庭や畑に
ふんをされる 車の上に乗り、

傷をつけられた

散歩中に追いかけ
られて怖い

実施機関

合   計

請求件数 審査請求処理内容
全部開示 部分開示 不開示 存否応答拒否 不存在 取下げ

市長
教育委員会
選挙管理委員会
監査委員
農業委員会
固定資産評価審査委員会
病院事業管理者
議会

40
3
0
0
0
0
1
0
44

6
2
0
0
0
0
0
0
8

34
1
0
0
0
0
1
0
36

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

3
0
0
0
0
0
0
0
3

2
0
0
0
0
0
0
0
2

0
0
0
0
0
0
0
0
0

実施機関

合   計

請求件数 審査請求処理内容
全部開示 部分開示 不開示 取下げ

市長
教育委員会
選挙管理委員会
監査委員
農業委員会
固定資産評価審査委員会
病院事業管理者
議会

35
0
0
0
0
0
26
0
61

1
0
0
0
0
0
26
0
27

33
0
0
0
0
0
0
0
33

0
0
0
0
0
0
0
0
0

1
0
0
0
0
0
0
0
1

0
0
0
0
0
0
0
0
0 （ ）
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